
 

 

 

 

 

 

 

 

 このたび、埼玉県連合教育研究会が、創立 60周

年を迎えられましたことに、衷心よりお祝い申し

上げます。 

 本研究会が昭和 39 年に結成されて以来、各研

究団体とともに自主的・創造的・組織的な研究を

推進され、「教育立県・埼玉」の実現に向けて多大

なる御尽力を賜りましたことに感謝申し上げます。 

 さて、本研究会が創立された昭和の時代から、

平成、令和と日本社会は大きく変わってまいりま

した。深刻さを増す少子化・高齢化、協調・競争

と分断・対立により混迷の度を増すグローバル情

勢、気候変動に伴う自然災害の激甚化、生成 AIな

どデジタル技術の発展といった大きな変化があい

まって、社会や経済の先行きに対する不確実性が

これまでになく高まっています。 

 このように社会が変化する中、現在の学習指導

要領では、「社会に開かれた教育課程」を理念に掲

げ、すべての教科等を「知識及び技能」、「思考力、

判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」

の３つの資質・能力の育成を目指しています。「何

を学ぶか」だけではなく、「何ができるようになる

か」を明確化するとともに、「どのように学ぶか」

の重要性を強調し、「主体的・対話的で深い学び」

の視点からの授業改善の必要性を強く示すものと

なっております。 

また、令和元年度末に起きた新型コロナウイル

ス感染症拡大という未曾有の出来事は、全ての学

校を臨時休校にするなど、社会全体に大きな影響

を与えました。学校に来る児童生徒数を制限した

分散登校の実施、オンラインを活用して学習する

といった学び方の急激な変化、感染防止対策を徹

底した学校行事の在り方を検討するなど、学校教

育は、大きく変化せざるを得ませんでした。しか

し、この経験は、日本の学校教育がこれまで、学

習機会と学力を保障するという役割を様々な形で

力強く果たしてきたことのみならず、全人的な発

達・成長を保障する役割や、人と安全・安心につ

ながることができる居場所としての福祉的な役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

も担ってきたことを社会全体が改めて再認識する

ものにもなりました。 

 このような時代においては、本研究会が掲げる

活動方針や重点・努力点にもあるように、異なる

価値観を持つ多様な他者と対話し、問題を発見・

解決できる「持続可能な社会と幸福な人生の創り

手」を育てることやこれまでの授業にデジタルの

良さを取り入れ、令和の日本型学校教育を一層推

進することが重要です。これまで本研究会におけ

る教科等・地域研究団体が取り組まれてこられた

豊かな授業実践が、まさにその実現に大きな示唆

を与えるものであります。また、本研究会の活動

の充実とともに、教職員の負担軽減の視点に立ち、

各事務局の業務削減を図っていただくなど持続可

能な運営にもお取り組みいただいております。 

今後とも、埼玉県連合教育研究会の皆様におか

れましては、未来を創る子供たちと未来を育てる

教職員ために一層の御尽力を賜りますようお願い

いたします。 

 本県は令和６年度から第４期埼玉県教育振興基

本計画－豊かな学びで未来を拓く埼玉教育－を掲

げ、今後５年間に取り組む本県教育の目標と施策

の体系を示しました。「誰一人取り残されない共生

社会の実現に向けた教育の推進」と「教育デジタ

ルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進」の

２つを新たに計画全体に共通する視点として、各

施策に反映し、本県教育の振興に取り組んでおり

ます。また、埼玉県学力・学習状況調査等におい

て、児童生徒の学力や学習に関する事項を把握し、

教育施策や指導の工夫改善を図ることで、児童生

徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進して

おります。今後も本研究会と連携し児童生徒の学

力向上に取り組んでまいります。 

 結びに、今後とも関係各位の皆様の御協力をお

願いするとともに、これまで埼玉県の教育を担っ

てこられた先生方、本研究会の会員の皆様に心か

ら敬意を表し、貴研究会の益々の御発展を御祈念

いたしまして、60周年記念祝辞といたします。 

祝  辞 

埼玉県教育委員会教育長 日 吉  亨 

－１－ 



 

 

 

 

 

 

 

埼玉県連合教育研究会が、創立 60周年を迎え、

この度、関係各位の熱意と御努力によって記念誌

が発刊されますことに、心からお祝いを申し上げ

ます。 

 日本の企業が世界初のオールトランジスタ型電

卓の開発を発表し、そろばんが主流であった計算

の世界を一変させた昭和 39 年、教育界において

教育研究団体に関する様々な意見が飛び交う中、

有志の方々の並々ならぬ御尽力によって埼玉県連

合教育研究会が発足されたことは、埼玉県の学校

教育の歴史に刻まれる出来事となりました。これ

まで、めまぐるしく変動する社会情勢を乗り越え

ながら、60年間絶えることなく、自主的・創造的・

組織的な研究を推進してこられたことにより、貴

会は、揺るぎない伝統を築き上げ、埼玉県の学校

教育の充実をけん引する存在となりました。 

さて、生成 AI やビッグデータ、ロボティクス

等の先端技術が加速度的に発展する Society5.0 

において、私たちには、社会の変化を前向きに受

け止め、それらを活用しながら、自らの幸せな人

生や生活を人間ならではの感性を働かせてより豊

かなものにするために、自分の頭で考えて主体的

に目標を設定し責任ある行動が取れる力、いわゆ

る「エージェンシー」や、直面する課題に向き合

い対話と協働により解決に導く力が求められます。

昨今、国から発出される答申や論点整理を鑑みま

すと、このような時代に生きる子どもたちには、

一人ひとりが自立した人間として、自国の伝統や

文化に立脚し、高い志と意欲を持って、膨大な情

報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを

立ててその解決を目指し、多様な背景をもった 

 

 

 

 

 

 

 

 

人々と協働しながら新たな価値を生み出していく

ことが求められています。 

このような時代において、一人ひとりの豊かで

幸せな人生と社会の持続的な発展を実現するため

には、社会課題の解決等をけん引し未来を切り開

く「社会の担い手づくり」が急務であり、教育へ

の期待がますます高まっています。これらのこと

を踏まえ、2040 年の社会を見据えた国の「第４期

教育振興基本計画」を、大きな船の羅針盤として、

社会的変化という荒波を乗り越え、私たちが望む

未来へと力を合わせ、勇往邁進しなければなりま

せん。 

新たな時代の教師には、社会的変化の加速化や

非連続化が生じている中で、学校教育を取り巻く

環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じ

て探究心を持ちつつ主体的に学び続ける姿勢が求

められています。埼玉県連合教育研究会は、埼玉

県下小・中学校の教員が参加する教育研究団体と

して、教員の学び合う場の根幹をなす重要な役割

を果たしてきました。今後も、一層その重要性を

発揮し続けることを大いに期待しております。 

 最後になりますが、60年間は、干支の十干 10種

類と十二支 12種類を組み合わせた 60年周期の１

周であります。新たな 60 年の１年目となる 2025

年は「乙巳」の年であり、これまでの努力が実を

結び、成長や革新を意味する年であると言われて

おります。 

今後も埼玉県連合教育研究会が「教育立県・埼

玉」の実現に向け、埼玉県の教育の振興・発展を

御祈念申し上げ、創立 60 周年のお祝いの言葉と

いたします。 

創立 60周年を祝して 
 

 さいたま市教育委員会教育長 竹 居 秀 子 

－２－ 



 
創立６０周年によせて 

 

埼玉県公立小学校校長会会長  栗 原 孝 子 

 
埼玉県連合教育研究会が、ここに創立 60 周年

を迎えられましたことに、心からお喜び申し上げ

ます。会の沿革を拝見しますと、この間、歴代役

員の方々の並々ならぬご努力と各教科等の研究団

体、そして県内全域にわたる会員各位の意欲的な

取組により、輝かしい伝統を築き上げられました。

そして、会員数約 30,800名の県内最大の教育研究

団体となり、研究を推進していますことに対して、

深く敬意を表します。 

さて、教育振興基本計画において、学校には、

「持続可能な社会の創り手の育成」「日本社会に根

差したウェルビーイングの向上」をめざし、「誰一

人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す教

育の推進」などが求められています。 

昨年７月３日に発行された新一万円札の肖像と

なった「埼玉の三偉人」 渋沢栄一翁は、500 を

超える企業の創設に携わり、社会公共事業や福祉・

教育機関の支援に取り組み、更に、社会格差をな

くすために公共事業にも力を入れ、まさに、ＳＤ

Ｇｓやウェルビーイングといえる功績を残しまし

た。埼玉の教職員として、その志を受け継ぎ、持

続可能な社会の担い手の育成やウェルビーイング

の向上に力を尽くしていきたいと考えます。 

2020年代を通じて実現を目指す学校教育が「令

和の日本型学校教育」と言われるようになりまし

た。誰一人取り残すことのない持続可能な社会の

創り手の育成をめざし、そのツールとしての ICT

を基盤としながら「日本型学校教育」を発展させ

る学校教育の姿とされています。 

わが国で明治時代から、学校教育においては

「知・徳・体」をバランスよく一体的に育ててい

くことを目指し教育活動が行われてきました。授

業を中心とした確かな学力の育成だけでなく、豊

かな人間性や健康・体力を育み全人的な発達・成

長を目指す教育を、近年「日本型学校教育」と呼

ぶようになりました。子供たちに真摯に向き合い、

労を惜しまず熱心に取り組んできた先輩方が築い

てきた日本の学校教育です。この日本の学校教育

のよさを受け継ぎ、社会の変化に対応しながら、

更に発展・充実させていくのが現役の私たちの役

割であると考えます。 

「知・徳・体」の一体的な育成を目指す日本の

学校教育において、授業をはじめとする日々の生

活の中で、教職員が子供たちに及ぼす影響の大き

さは計り知れないものがあります。ですから、私

たちは教師としての自負と気概をもち、常に自己

を向上させながら子供たちの前に立たなくてなら

ないと考えます。 

昨年上映された「小学校～それは小さな社会～」

（山崎エマ監督）が国内だけでなく、フィンラン

ドをはじめ海外でも話題となっているそうです。 

授業中をはじめとする学び方はもちろん、清掃

活動や給食当番等の活動を通して、集団の一員と

しての規律や秩序を学び、集団生活における協調

性を身に付けていく…。このような子供たちの成

長の様子が注目を浴びているようです。日本の学

校では当たり前に行われている日常の子供たちの

活動により、学習機会と学力が保障されているだ

けでなく、全人的な発達や成長及び身体的、精神

的な健康の保持と増進も図られていることが、日

本型学校教育の特色であり、海外から一目置かれ

ていると思います。 

そう考えた時、改めて、「知・徳・体」をバラン

スよく一体的に育成するためには、教職員が「知・

徳・体」の全てにおいて、子供たちの範となる存

在であることが求められると考えます。自分の担

当の教科等の指導だけでなく、「徳」や「体」につ

いても、子供たちを導くことができる力を身に付

けておく必要があります。この連合教育研究会の

横のつながりにより、校種や教科の枠を超えて情

報交換をし、様々な分野の最先端の知見等を学び

合い、切磋琢磨し合えるのではないでしょうか。 

結びに、埼玉県連合教育研究会を中心として、

各研究団体での研究が充実し、それを共有しなが

ら、県内の教職員が資質を向上させ、埼玉教育が

更に進展することを祈念してお ります。 

－３－ 



                            

 

 

 

 

 

 

 

 埼玉県連合教育研究会が、設立 60周年を迎えられ

ましたことをお喜び申し上げます。 

 設立以来、貴会の充実発展に御尽力いただきました

多くの役員の皆様の熱意とご努力に対しまして、埼玉

県中学校長会として深く敬意を表します。 

 60年前は、東海道新幹線開通、東京オリンピック開

催の年。私を含め、本年年で一区切りをつける教職員

が生まれた年になります。 

昭和末期に教職につき、新しい時代「平成」「21世

紀」の教育に取り組んでまいりました。この間、学習

指導要領は３回改訂され、生活科、総合的な学習の時

間の新設、授業時間数の増加、小学校外国語活動の導

入などがありました。 

 生活を振り返ってみますと、３Ｃと呼ばれたクーラ

ー、カラーテレビ、マイカーが普及し、電話機はダイ

ヤル型からプッシュ型に代わりました。小学生の時、

初めて浮上走行に成功したリニアモーターカーを見

て、工作用紙でその模型を作りました。 

さらに、「世界最速 517ｋｍ」を達成した瞬間は「世

界一」の言葉に、ワクワクしました。さらに、高校を

卒業する頃には、映画「バック・トゥ・ザ・フューチ

ャー」を観て仲間と夢を語った日を懐かしく思い出し

ます。 

 現代は、テクノロジーの進化によって、あらゆるも

のを取り巻く環境が複雑さを増し、将来の予測が困難

な状況にあり、その特徴である変動性（Volatility）、

不確実性（Uncertainty）、複雑性（Complexity）、曖昧

性（Ambiguity）の四つの単語の頭文字をとって「VUCA

の時代」とも言われます。 

 ある調査によりますと、今後 10～20年後には、日

本の労働人口の半分が就いている職業が AIやロボッ

トに代替されるとも推計されています。急激に進む

AIと共存する社会においては、人間の持つ「感性」や

「創造性」が大切になってくると考えられます。 

ますます多様化が進むこれからの社会で生きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちに必要な力を育むためには、学習指導要領が

示す「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善に一層取り組んでいかなければなりません。 

本年度策定された第４期埼玉県教育振興基本計画

では、第３期基本理念「豊かな学びで 未来を拓く埼

玉教育」が継承され、生涯を通じた深い学びによって、

人生や社会を切り拓く力を育むことを目指し、「誰一

人取り残さない共生社会の実現に向けた教育の推進」

と「教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の

推進」の二つの視点が示されました。 

誰もが互いを尊重して生きる共存社会の実現とデ

ジタル技術の活用を進め、これまでの実践と ICTを最

適に組み合わせることで教育の質と効果を高めるこ

とが強く求められています。 

「誰一人取り残さない教育」を実現していくために

は、子供たち一人一人の状況をしっかりと把握し、そ

の子供に応じた学びを支援して「学びに向かう力」を

育むことが必要です。 

 一方で、学校教育を取り巻く環境は、これまでに経

験したことのないスピードで変化しています。GIGA

スクール構想における ICTの活用、学校における働き

方改革の推進、子供たちの多様化、教職員不足問題。

さらには、部活動地域展開といった中学校教育の大き

な改革となる取組も始まっています。 

 10年後、20年後の学校の姿をある程度予測するこ

とはできますが、社会の変化はその予測をはるかに超

えることでしょう。 

しかし、私たちは、これまでも、常に時代の変化に

対応してきました。未来の学校がどんな姿になってい

るかを楽しく想像（創造）し、子供たちが生き生きと

して学び、教師が情熱とやりがいをもって活躍できる

場となるよう、過去からも未来からも「良いもの、学

ぶべきものを学び」、知恵を出し合い、協働して、学

校教育の更なる進展に取り組んでいきたいと考えま

す。                             

明るい未来へ 

－４－ 

埼玉県中学校長会長   江 原 勝 美 



 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県連合教育研究会が創立 60 周年を迎えら

れましたことに心からお祝いを申し上げます。 

貴会は、昭和39年の発足以来、埼玉県下小・中

学校、義務教育学校、中等教育学校の教員を会員

として、自主的・創造的・組織的な研究を推進し、

本県教育の振興と教員の資質向上に寄与されてこ

られました。また、この間、貴会は躍進を続け、

今では地域教育研究団体 55 団体、教科等研究団

体19団体、会員数30,783名余の威容を誇る組織

として、本県の学校教育を牽引していただいてお

ります。貴会の「教育立県・埼玉」の実現に邁進

される活発な取組と組織力、会員の皆様方の先進

的な研究と実践に深く敬意を表する次第です。 

これまで貴会の活動の下、各学校で教育活動に

熱心に取り組んでこられた一人一人の先生方の尽

力の上に、今日の学校教育があります。中央教育

審議会は、学校が学習指導のみならず、生徒指導

の面でも主要な役割を担い、児童生徒の状況を総

合的に把握して教師が指導を行うことで、子供た

ちの知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」

について、諸外国から高い評価を得ていると、そ

の成果を示しています。 

一方で、本来家庭や地域でなされるべきことも

学校に委ねられることなどによる学校や教員の負

担増、特別な支援を必要とする児童生徒や外国人

児童生徒、不登校児童生徒の増加などの子供たち

の多様化、教員の長時間労働による疲弊や教員不

足の深刻化、ICT の活用など加速度的に進展する

情報化への対応といった課題も挙げられています。 

まさに今、時代は急激に変化しています。学校

教育も、社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0

時代」の到来や、新たな感染症の出現など先行き

が不透明で将来を予測することが困難な「VUCA(ブ

ーカ)の時代」に直面しています。 

このような時代の中、「令和の日本型学校教育

（全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適

な学びと、協働的な学び）」を通して、子供たち一

人一人が、自分のよさや可能性を認識するととも 

 

 

 

 

 

に、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗

り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会

の創り手となることが求められています。新たな

価値を創造できる児童生徒を育成するためには、

ICT 活用の利点を活かし、個々の子供たちが様々

な知識や情報分析力を身につけるとともに、仲間

と共に学び合う活動などを通して、思考力・判断

力・表現力を育むことが必要となります。 

急速に進む少子高齢化や人口減少、教員の働き

方改革等に対応しつつ、学校教育を維持し、その

質を保証していくことは決して容易いことであり

ません。とりわけ、今後ますます重要とされる非

認知能力をいかにして育むかという点は、学校教

育にとって大きな課題であると考えられます。 

これらの課題の解決に向けては、本県学校教育

関係者がそれぞれの立場で研究と実践を重ねてい

くことが不可欠です。貴会の果たす役割も一層大

きくなることと存じます。 

改めて、これまで目覚ましい成果を挙げてこら

れた貴会の活動に敬意を表しますとともに、これ

からの学校教育の発展のため、一層力強い歩みを

進めていただきますことを御期待申し上げます。  

私ども埼玉県高等学校連合教育研究会も貴会

の皆様の御指導、御支援を賜りながら本県の高等

学校教育の振興に取り組んでまいりました。現在

も 23 の研究団体が教職員の資質向上に向けた各

種研修や研究などの活動を展開しております。 

小学校、中学校での実りある学びを土台に、高等

学校はその教育力を高め、生徒の力を伸長し、可

能性を広げることに取り組むことが求められます。

地域との連携、とりわけ小・中学校との連携の重

要性が増す中、これまで以上に貴会との情報共有

や連携、協働を推進してまいりたいと存じます。 

今後一層の私ども高連研への御指導、御鞭撻を

お願い申し上げますとともに、貴会の益々の御発

展をお祈り申し上げ、お祝いのことばとさせてい

ただきます。 

祝   辞 

埼玉県高等学校連合教育研究会会長  松 中 直 司 

－５－ 
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